
特
別
決
議

多
国
籍
軍
は
直
ち
に
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
し
、

イ
ラ
ク
に
真
の
主
権
委
譲
を

真
っ
黒
に
焼
け
こ
げ
た
校
舎
の
壁
。
無
惨
に
も
切
り
倒
さ
れ
た
、
沖
縄
の
復
興
と
大
学
の
発
展
と
と
も
に

成
長
し
て
き
た
ア
カ
ギ
の
木
々
。
十
三
日
、
沖
縄
の
普
天
間
基
地
に
隣
接
し
て
建
つ
、
沖
縄
国
際
大
学
の
敷

地
の
一
角
に
、
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
し
ま
し
た
。
日
本
の
警
察
に
さ
え
事
故
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
さ
せ
ず
、

、

。

事
故
後
数
日
で
イ
ラ
ク
へ
の
出
撃
の
た
め
に
飛
行
を
再
開
し
た
米
軍
に

大
き
な
怒
り
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

イ
ラ
ク
で
は
、
暫
定
統
治
当
局
か
ら
暫
定
政
府
に
主
権
が
移
譲
し
て
、
約
二
ヶ
月
が
経
過
し
ま
す
。
移
譲

は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
い
ぜ
ん
米
・
英
有
志
連
合
が
そ
の
ま
ま
多
国
籍
軍
と
し
て
居
座
り
続
け
て
い
ま
す
。

、

。

、

こ
う
し
た
体
制
に
抵
抗
す
る
武
装
勢
力
が

イ
ラ
ク
各
地
で
軍
事
行
動
を
起
こ
し
て
い
ま
す

多
国
籍
軍
は

武
装
勢
力
に
対
し
て
攻
撃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
米
軍
の
攻
撃
対
象
は
、
民
間
人
を
多
数
含
む
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

八
月
十
五
日
、
イ
ラ
ク
で
は
国
民
大
会
議
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
暫
定
政
府
の
監
督
機
関
で
あ
る
評
議
会

の
選
出
が
主
な
目
的
で
す
。
ま
た
、
来
年
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
選
挙
へ
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
国
民
大
会
議
は
、
参
加
者
か
ら
の
抗
議
で
議
場
が
騒
然
と
な
り
ま
し
た

「
人
々
の
意
見
を

。

聞
く
こ
と
が
民
主
主
義
。
ナ
ジ
ャ
フ
で
の
軍
事
作
戦
を
直
ち
に
中
止
せ
よ
」
と
演
説
し
た
参
加
者
を
主
催
者

側
は
退
場
さ
せ
、
参
加
者
の
一
〇
〇
人
が
退
場
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
、
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
国
籍
軍
・
米
軍
は

「
な
ぐ
り
こ
み
」
部
隊
で
あ
る
海
兵
隊
二
〇
〇
〇
人
を
中
心
に
、
ナ
ジ
ャ
フ
の
ア

、

、

、

「

」

。

リ
廟
を
包
囲
し

そ
の
周
辺
に
激
し
い
攻
撃
を
加
え

三
六
〇
人
の

兵
士

を
殺
害
し
た
と
し
て
い
ま
す

二
十
日
に
は
七
七
人
が
死
亡
、
七
〇
人
が
負
傷
し
、
共
同
墓
地
が
三
〇
回
以
上
空
爆
を
受
け
ま
し
た
。
南
部

の
ク
ゥ
ェ
ー
ト
で
は
、
十
二
日
、
空
爆
に
よ
り
イ
ラ
ク
人
七
五
人
が
死
亡
し
、
一
五
〇
人
以
上
が
負
傷
し
て

い
ま
す
。
そ
の
大
部
分
は
、
女
性
や
子
ど
も
で
し
た
。
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
も
十
三
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て

空
爆
を
受
け
、
多
数
の
民
間
人
が
死
傷
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
態
は
、
米
軍
が
、
主
権
の
移
譲
後
も
依
然
と
し
て
実
権
を
握
っ
て
い
る
こ
と
、
暴
力
と
虐
待
を
基

本
と
す
る
占
領
軍
の
体
質
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
引
き
お
こ
し
て
い
る
も
の
で
す
。

イ
ラ
ク
各
地
で
は
、
反
米
感
情
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
暫
定
政
府
の
副
大
統
領
は
「
ナ
ジ
ャ
フ
か
ら
多
国

籍
軍
は
撤
退
す
べ
き

、
統
治
評
議
会
元
議
長
は
「
米
軍
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
し
て
ま
で
危
機
を
望
む
の
か

」

理
解
で
き
な
い
」
と
発
言
し
、
米
軍
の
駐
留
が
事
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。

、

、「

」

十
九
日

南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
た
非
同
盟
諸
国
外
相
会
議
は

ダ
ー
バ
ン
宣
言

。

、

、

を
採
択
し
て
閉
幕
し
ま
し
た

こ
の
ダ
ー
バ
ン
宣
言
で
は

一
国
行
動
主
義
の
増
大
に
強
い
懸
念
を
表
明
し

多
国
間
主
義
を
す
す
め
る
非
同
盟
運
動
の
決
意
を
表
明
し
、
世
界
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
お
け
る
国
連
憲

章
の
重
要
性
と
、
国
際
法
の
諸
原
理
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
単
独
行
動
主
義
を
批
判
し
、
話
し

合
い
で
の
外
交
（
多
国
間
主
義
）
を
行
い
、
国
際
法
で
安
全
を
維
持
す
る
と
い
う
「
法
の
支
配
」
を
強
調
し

た
も
の
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
自
衛
隊
の
撤
退
を
求
め
る
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
、
高
校
生
に

も
働
き
か
け
て
学
習
し
、
話
し
合
い
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

、「

」

、「

」（

）

。

一

力
の
支
配

で
は
な
く

法
の
支
配

国
連
憲
章
や
憲
法
九
条
の
考
え
方

の
原
則
に
立
つ
こ
と

二
、
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
の
行
動
（
憲
法
を
成
立
さ
せ
、
選
挙
を
公
正
に
行
う
な
ど
）
へ
の
援
助
は
、
国
連
が

中
心
に
な
っ
て
行
う
こ
と
。

三
、
多
国
籍
軍
は
早
急
に
撤
退
し
、
治
安
維
持
は
イ
ラ
ク
警
察
が
行
う
。
そ
の
警
察
の
確
立
を
援
助
す
る
こ

と
。

四
、
戦
争
犯
罪
者
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
違
反
者
）
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
で
裁
判
し
、
正
当
な
処
罰
を
行
う

こ
と
。

五
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
医
療
の
確
立
の
た
め
、
世
界
各
国
で
最
大
限
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

六
、
人
道
支
援
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
様
々
な
民
間
援
助
を
激
励
す
る
こ
と
。

以
上
、
決
議
し
ま
す

二
〇
〇
四
年
八
月
二
十
五
日

埼
高
教
第
三
〇
五
回
拡
大
中
央
委
員
会


